
 

令和８年度に実施する主な施策及び事業 

施策１：広域的な地域公共交通の確保・維持 

■ 事業１－２ 広域的な路線バスの再編・見直しの実施                              

○ 県北、県中・県南圏域の地域間幹線系統について、国の補助金を受けるための要件である輸送量

15人未満の系統を中心に必要に応じて再編や見直しを検討（継続） 

  ※ 会津圏域の地域間幹線系統については会津圏域公共交通活性化協議会において再編や見直

しを検討 

○ すでに再編を行った系統についても、その効果を確認しながら、必要に応じて再編や見直しを実施 

○ 協議が調った系統については、利便増進実施計画を一部変更（継続） 

○ 現在、県北圏域においてイオンモール伊達関連系統の再編を予定（令和８年下期予定） 

○ 再編の実施日が確定次第、協議会を開催し、県北圏域利便増進実施計画の変更案：正案につい

て、意見聴取を実施予定。 

  ※ 再編実施時期以外の内容については、令和８年３月開催の県協議会において意見聴取を実施。 

施策２：交通ネットワークをつなぐ接続環境等の整備 

■ 事業２－２ 交通拠点の利用環境整備の推進                                  

 ○ 公共施設の一部にバスの接近情報等を表示するデジタルサイネージの設置を検討（新規） 

 

 

 

 

 

 

 

施策３： デジタル技術を活用した地域公共交通サービスの効率化・利便性向上 

■ 事業３－１ 地域公共交通のオープンデータ化及びデータ利活用による情報発信強化       

○ 主に市町村を対象とした GTFSデータの作成やオープンデータに係る勉強会を実施（継続） 

○ 公共交通デジタルマップ（ふらっと）について、新しく GTFSデータが作成された路線を随時追加

（継続） 

 

 

資料４   

（福島大学に設置されているデジタルサイネージ） 
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施策４：効率的・持続的な運営・運行体制の確立 

■ 事業４－１ 地域公共交通に係る利用実績データの利活用方策の確立 

  ○ IC カード等で得られる日常的な利用実績などのデー

タを基に、バス停ごとにグラフ化した分析や、地図情報

等との組み合わせによる可視化分析、関係者間で共有

する仕組みについて検討（新規） 

   ○ 会津圏域においても、モビリティ・データを圏域内で共

有化する仕組みづくりや各種データに基づく計画及び

施策の立案・評価検証を行うことができる人材の育成

事業を実施予定 

 

 

 

 

■ 事業４－2 地域公共交通の確保・維持、活性化に向けた新技術活用の研究 

■ 事業４－3 市町村及び圏域における計画策定等に係る支援 

 ○ 地域公共交通の様々な課題解決に取り組む人材を育成するため、地域公共交通の有識者等を招

いて市町村職員を対象とした勉強会を開催（継続） 

○ 市町村に対して地域公共交通計画等を策定する際に要する経費の一部を補助（県事業・継続） 

○ 市町村が地域公共交通計画に位置付けた実証事業（乗合バス、デマンド型乗合タクシー、一般タク

シー等）に対して経費の一部を補助（県事業・継続） 

○ 市町村が実施する公共交通の取組について、情報共有、交換する場の設定（継続） 

    

■ 事業４－4 乗務員確保の推進 

○ 事業者の県外での採用活動や人材育成研修、職場環境の改善等に要する経費の一部を補助する

とともに、職場体験バスツアーや運転手の魅力を PR する動画等作成を実施（県事業・新規） 

施策５：全県的な地域公共交通の利用に対する意識醸成の推進 

■ 事業５－１ 地域・企業・学校等と連携したモビリティ・マネジメントの推進                  

○ 利便増進実施計画に基づき再編を行った系統に係る周知資料（地域公共交通マップ等）を作成

（継続） 

○ 県バス協会の実施する福島バスまつり等の開催を支援（県事業・継続） 

  ○ 知事と沿線市町村長による地域住民との列車内での意見交換（県事業・継続） 
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県
全
域

計
画
策
定
前

（
R
6
.1
0
）

喜
多
方
・坂
下
線

檜
枝
岐
線

小
野
線

石
川
・蓬
田
線

竹
貫
田
線

小
野
・石
川
線

竜
崎
経
由
石
川
線

母
畑
経
由
石
川
線

矢
田
野
経
由
長
沼
線
、

横
田
経
由
長
沼
線

竜
生
線

大
平
経
由
小
浜
線

塩
沢
線

三
春
線

針
道
経
由
東
和
小
学
校
線

船
引
線

古
道
線

新
白
河
・石
川
線

藤
田
線

伊
達
線

伊
達
経
由
掛
田
線

医
大
立
子
山
経
由
飯
野
線

医
大
経
由
二
本
松
線

蓬
田
線

高
田
線

若
松
・坂
下
線

塩
川
・喜
多
方
線

北
会
津
線

河
東
・湊
線

医
大
・川
俣
経
由
南
相
馬
線 船
引
・川
内
線

移
経
由
葛
尾
線

（急
行
）い
わ
き
～
富
岡
線

川
内
～
小
野
～
上
三
坂
線

川
内
～
富
岡
線

坂
下
・柳
津
線

猪
苗
代
・裏
磐
梯
線

本
郷
循
環
線

大
波
経
由
掛
田
線

川
俣
高
校
線

白
棚
線

南
タ
ウ
ン
・向
陽
台
団
地
線

月
の
輪
経
由
梁
川
線

月
の
輪
経
由
保
原
線

伊
達
経
由
保
原
線

富
岡
～
浪
江
F
H
2
R
線

双
葉
・浪
江
～
南
相
馬
線

〇
令
和
６
年
１
０
月
現
在
、
広
域
バ
ス
路
線
の
地
域
間
幹
線
系
統
４
７
系
統
に
つ
い
て
、
地
域
間
幹
線
系
統
確
保
維
持
費
国
庫
補
助
金

を
活
用
し
な
が
ら
、
確
保
・
維
持
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

〇
上
記
４
７
系
統
の
う
ち
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
激
変
緩
和
措
置
終
了
後
に
１
８
系
統
が
国
庫
補
助
要
件
（
輸
送
量
１
５
人
/日

以
上
）
を
満
た
さ
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
（
針
道
経
由
東
和
小
学
校
線
及
び
北
会
津
線
は
、
コ
ロ
ナ
要
件
緩
和
対
象
系
統
）
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県
全
域

見
直
し
後

（
R
8
.下
期

予
定
）

〇
令
和
8
年
4
月
に
お
い
て
、
広
域
バ
ス
路
線
は
、
利
便
増
進
実
施
計
画
に
基
づ
く
再
編
・
見
直
し
等
に
よ
り
４
６
系
統
と
な
る
予
定
。

〇
利
便
増
進
実
施
計
画
の
認
定
に
伴
う
優
遇
措
置
が
適
用
さ
れ
た
場
合
（
国
庫
補
助
要
件
の
緩
和
：
輸
送
量
１
５
人
/日

→
３
人
/日

以
上
）
、

国
庫
補
助
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た
広
域
バ
ス
路
線
の
地
域
間
幹
線
系
統
は
、
１
８
系
統
か
ら
６
系
統
に
減
少
す
る
。

（
北
会
津
線
は
、
コ
ロ
ナ
要
件
緩
和
対
象
系
統
）

〇
引
き
続
き
、
令
和
８
年
度
以
降
も
再
編
・
見
直
し
を
検
討
し
て
い
く
。

〇
令
和
８
年
下
期
に
お
い
て
、
広
域
バ
ス
路
線
は
、
利
便
増
進
実
施
計
画
に
基
づ
く
再
編
・
見
直
し
等
に
よ
り
４
9
系
統
と
な
る
予
定
。

〇
利
便
増
進
実
施
計
画
の
認
定
に
伴
う
優
遇
措
置
が
適
用
さ
れ
た
場
合
（
国
庫
補
助
要
件
の
緩
和
：
輸
送
量
１
５
人
/日

→
３
人
/日

以
上
）
、

国
庫
補
助
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た
広
域
バ
ス
路
線
の
地
域
間
幹
線
系
統
は
、
１
８
系
統
か
ら
7
系
統
に
減
少
す
る
。

〇
引
き
続
き
、
令
和
８
年
度
以
降
も
再
編
・
見
直
し
を
検
討
し
て
い
く
。

喜
多
方
・坂
下
線

檜
枝
岐
線

小
野
線

石
川
・蓬
田
線

竹
貫
田
線

小
野
・石
川
線

竜
崎
経
由
石
川
線

母
畑
経
由
石
川
線

木
の
崎
経
由
長
沼
線

竜
生
線

大
平
経
由
小
浜
線

塩
沢
線

三
春
線

古
道
線

新
白
河
・石
川
線

（仮
）イ
オ
ン
モ
ー
ル
伊
達
経
由
藤
田
線

（仮
）イ
オ
ン
モ
ー
ル
伊
達
線

（仮
）イ
オ
ン
モ
ー
ル
伊
達
経
由
掛
田
線

医
大
立
子
山
経
由
飯
野
線

月
の
輪
経
由
梁
川
線

医
大
経
由
二
本
松
線

蓬
田
線

高
田
線

若
松
・坂
下
線

塩
川
・喜
多
方
線

※
2
系
統
の
う
ち
1
系
統
は
激
変
緩
和
措
置
適
用

北
会
津
線

河
東
・湊
線

※
2
系
統
の
う
ち
1
系
統
は
激
変
緩
和
措
置
適
用

（急
行
）い
わ
き
～
富
岡
線

川
内
～
小
野
～
上
三
坂
線

川
内
～
富
岡
線

坂
下
・柳
津
線

本
郷
線

大
波
経
由
掛
田
線

川
俣
高
校
線

白
棚
線

南
タ
ウ
ン
・向
陽
台
団
地
線

斎
藤
経
由
三
春
線

（仮
）イ
オ
ン
モ
ー
ル
伊
達
経
由
保
原
線

針
道
経
由
東
和
小
学
校
線

医
大
・川
俣
経
由
南
相
馬
線 船
引
・川
内
線

移
経
由
葛
尾
線

富
岡
～
浪
江
F
H
2
R
線

小
浜
線

仁
田
線

（仮
）イ
オ
ン
モ
ー
ル
伊
達
経
由
湯
野
線

猪
苗
代
・裏
磐
梯
線
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福
島
県
県
北
圏
域
地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
実
施
計
画
（概

要
）

新
規

◼
市

町
村

間
を

ま
た

い
で

運
行

す
る

広
域

的
な

路
線

バ
ス

は
、
沿

線
住

民
の

通
学

や
通

院
な

ど
の

移
動

手
段

と
し

て
利

用
さ

れ
て

お
り
、
日

常
生

活
を

支
え

る
上

で
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
い

る
一

方
、
人

口
減

少
等

を
背

景
に

利
用

が
低

迷
し

て
い

る
状

況
に

あ
り
、
確

保
・維

持
に

向
け

た
改

善
が

求
め

ら
れ

る
。

◼
こ

の
た

め
、
周

辺
を

運
行

す
る

公
共

交
通

と
の

一
体

的
な

見
直

し
や

、
住

民
の

移
動

実
態

を
踏

ま
え

た
経

路
の

見
直

し
な

ど
を

行
う
こ

と
に

よ
り
利

便
増

進
と

効
率

化
を

図
り
つ

つ
利

用
者

の
拡

大
を

目
指

す
も

の
で

あ
る

。

・
作
成
自
治
体

福
島

県
、
県

北
圏

域
8
市

町
村

・
事
業
実
施
区
域

福
島

県
県

北
圏

域
・
事
業
実
施
予
定
期
間

R
7
年

1
0
月

～
R

1
3
年

3
月

①
系
統
の
統
合
及
び
人
口
集
積
地
へ
の
経
由

・ 
近

接
し

て
運

行
す

る
2
系

統
の

統
合

・本
数

の
増

加
、
及

び
人

口
集

積
が

進
む

  
  

阿
武

隈
急

行
・高

子
駅

周
辺

の
宅

地
造

成
地

区
へ

の
経

由

②
松
川
地
区
の
移
動
特
性
に
合
わ
せ
た
地
域
内
交
通
へ
の
転
換

・ 
現

在
の

路
線

バ
ス

を
、
路

線
バ

ス
と
乗

合
タ

ク
シ

ー
の

運
行

へ
分

割
、
ま

た
地

区
特

性
に

合
わ

せ
て

各
路

線
の

経
路

を
再

設
定

③
沿
線
の
大
学
へ
の
乗
り
入
れ
を
実
施

・ 
沿

線
に

立
地

す
る

大
学

の
構

内
へ

新
た

に
乗

り
入

れ
を

実
施

④
・
⑤
市
街
地
で
の
主
要
な
施
設
へ
の
延
伸
を
実
施

・ 
二

本
松

市
街

地
に

お
い

て
、
主

要
な

商
業

施
設

等
が

立
地

す
る

方
面

へ
各

路
線

の
経

路
の

延
伸

を
実

施

事
業
の
内
容

①
人
口
集
積
地
等
か
ら
の
新
た
な
利
用
者
の
取
り
込
み

・ 
人

口
集

積
が

進
む

地
区

を
経

由
す

る
経

路
へ

見
直

し
を

図
る

こ
と
で

、
当

該
地

区
に

居
住

す
る

住
民

な
ど
の

新
た

な
利

用
者

の
取

り
込

み
を

図
る

②
地
区
内
で
の
移
動
時
の
利
便
増
進

・ 
地

区
の

移
動

特
性

に
合

わ
せ

た
経

路
・
運

行
方

法
の

見
直

し
に

よ
り
、
地

区
内

で
の

移
動

時
の

利
便

増
進

、
及

び
運

行
の

効
率

化
に

寄
与

③
域
内
の
公
共
交
通
の
利
用
者
数
増
加

・ 
新

た
に

大
学

構
内

へ
の

乗
り
入

れ
に

よ
り
、
大

学
生

の
通

学
や

職
員

の
通

勤
時

に
お

け
る

移
動

の
利

便
増

進
を

図
る

と
と
も

に
、
鉄

道
運

休
時

等
の

代
替

移
動

手
段

を
提

供

④
・
⑤
域
内
の
公
共
交
通
の
利
用
者
数
増
加

・ 
住

民
の

移
動

ニ
ー

ズ
が

高
い

施
設

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
向

上
に

よ
る

利
便

増
進

を
図

る

事
業
の
効
果

【
対
象
エ
リ
ア
】

福
島

県
県

北
圏

域
(福

島
市

、
二

本
松

市
、

伊
達

市
、
本

宮
市

、
桑

折
町

、
国

見
町

、
川

俣
町

、
大

玉
村

)

A
拡

大
図

B
拡

大
図

A

B

月
の

輪
経

由
保

原
線

①
伊

達
市

・
月

の
輪

地
区

か
ら

福
島

市
へ

の
ア

ク
セ

ス
性

向
上

月
の

輪
経

由
梁

川
線

医
大

・水
原

線
（

再
編

後
：

医
大

・
松

川
線

）

医
大

経
由

二
本

松
線

塩
沢

線

小
浜

線

大
平

経
由

小
浜

線

針
道

経
由

東
和

小
学

校
線

②
松

川
地

区
の

利
便

増
進

③
福

島
大

学
へ

の
ア

ク
セ

ス
性

向
上

④
塩

沢
地

区
～

二
本

松
市

街
地

間
の

利
便

増
進

⑤
岩

代
地

区
・
東

和
地

区
～

二
本

松
市

街
地

間
の

利
便

増
進

※
①

～
⑤

は
下

図
の

番
号

に
対

応

■
利
用
者
に
対
す
る
周
知
・
広
報
の
徹
底

・ 
見

直
し

に
よ

り
利

用
し

や
す

く
な

っ
た

こ
と
を

知
っ
て

も
ら

う
こ

と
が

特
に

重
要

で
あ

る
た

め
、
  

交
通

事
業

者
、
沿

線
市

町
村

、
県

が
連

携
し

て
徹

底
し

た
周

知
・広

報
を

実
施

す
る

■
新
た
な
利
用
の
取
り
込
み
に
向
け
た
利
用
促
進
の
実
施

・ 
沿

線
地

域
の

学
生

や
高

齢
者

な
ど
を

対
象

と
し

た
利

用
促

進
や

、
企

業
等

と
連

携
し

た
モ

ビ
リ
テ

ィ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

実
施

等
に

よ
り
、
新

た
な

利
用

者
の

獲
得

を
図

る

事
業
と
あ
わ
せ
て
実
施
す
る
取
組

5



福
島
県
県
北
圏
域
地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
実
施
計
画
（概

要
）

新
規

月
の

輪
経

由
保

原
線

①
伊

達
市

・月
の

輪
地

区
か

ら
福

島
市

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
向

上
月

の
輪

経
由

梁
川

線

医
大

・水
原

線

②
松

川
地

区
の

利
便

増
進

【
事
業
実
施
概
要
図
】

事
業

実
施

前

月
の

輪
経

由
梁

川
線

に
統

合
し

運
行

本
数

を
調

整
⇒

 梁
川

地
区

か
ら

福
島

駅
周

辺
へ

の
移

動
機

会
の

増
加 月

の
輪

経
由

梁
川

線

医
大

・松
川

線

医
大

・水
原

線
の

一
部

を
乗

合
タ

ク
シ

ー
へ

転
換

、
及

び
医

大
・水

原
線

の
経

路
を

見
直

し
⇒

 柔
軟

に
利

用
し

や
す

い
形

態
・経

路
へ

の
見

直
し

に
よ

る
利

便
増

進

松
川

水
原

乗
合

タ
ク

シ
ー

路
線

事
業

実
施

後

6



福
島
県
県
北
圏
域
地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
実
施
計
画
（概

要
）

新
規

医
大

経
由

二
本

松
線

塩
沢

線

小
浜

線

大
平

経
由

小
浜

線

③
福

島
大

学
へ

の
ア

ク
セ

ス
性

向
上

④
塩

沢
地

区
～

二
本

松
市

街
地

間
の

利
便

増
進

⑤
岩

代
地

区
・東

和
地

区
～

二
本

松
市

街
地

間
の

利
便

増
進 針

道
経

由
東

和
小

学
校

線

【
事
業
実
施
概
要
図
】

事
業

実
施

前
事

業
実

施
後

医
大

経
由

二
本

松
線

塩
沢

線

小
浜

線

大
平

経
由

小
浜

線

福
島

大
学

を
経

由
す

る
経

路
へ

見
直

し
⇒

 大
学

へ
の

通
学

、
通

勤
時

の
利

便
増

進

二
本

松
市

街
地

の
経

路
の

見
直

し
⇒

 商
業

施
設

等
へ

の
移

動
機

会
の

確
保

針
道

経
由

東
和

小
学

校
線

二
本

松
市

街
地

の
経

路
の

見
直

し
⇒

 商
業

施
設

等
へ

の
移

動
機

会
の

確
保

7



福
島
市

伊
達
市

福
島
県
県
北
圏
域
地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
実
施
計
画
（概

要
）

変
更

◼
市

町
村

間
を

ま
た

い
で

運
行

す
る

広
域

的
な

路
線

バ
ス

は
、
沿

線
住

民
の

通
学

や
通

院
な

ど
の

移
動

手
段

と
し

て
利

用
さ

れ
て

お
り
、
日

常
生

活
を

支
え

る
上

で
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
い

る
一

方
、
人

口
減

少
等

を
背

景
に

利
用

が
低

迷
し

て
い

る
状

況
に

あ
り
、
確

保
・維

持
に

向
け

た
改

善
が

求
め

ら
れ

る
。

◼
こ

の
た

め
、
住

民
の

移
動

実
態

等
を

踏
ま

え
た

経
路

の
見

直
し

を
行

う
こ

と
に

よ
り
利

便
増

進
と
効

率
化

を
図

り
つ

つ
利

用
者

の
拡

大
を

目
指

す
も

の
で

あ
る

。
※

以
下

に
記

載
の

事
業

は
令

和
8
年

4
月

実
施

事
業

（
計

画
変

更
に

よ
る

）

・
作
成
自
治
体

福
島

県
、
県

北
圏

域
8
市

町
村

・
事
業
実
施
区
域

福
島

県
県

北
圏

域
・
事
業
実
施
予
定
期
間

R
7
年

1
0
月

～
R

1
3
年

3
月

（
変

更
：

令
和

8
年

4
月

）

①
沿
線
の
道
の
駅
へ
の
乗
り
入
れ
を
実
施

・
路

線
バ

ス
の

沿
線

に
立

地
す

る
「道

の
駅

伊
達

の
郷

り
ょ
う
ぜ

ん
」

へ
の

乗
り
入

れ
を

実
施

事
業
の
内
容

①
地
域
内
の
買
い
物
利
便
性
の
向
上
、
地
域
全
体
で
の

公
共
交
通
の
一
体
性
の
向
上

・
道

の
駅

へ
乗

り
入

れ
す

る
こ

と
に

よ
り
、
地

域
住

民
が

道
の

駅
で

買
い

物
す

る
際

の
利

便
性

が
向

上
・

道
の

駅
を

拠
点

と
し

て
路

線
バ

ス
と
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ

ス
の

乗
り
継

ぎ
が

可
能

と
な

り
、
公

共
交

通
の

一
体

性
が

向
上

す
る

た
め

、
域

内
か

ら
域

外
へ

の
移

動
時

の
利

便
性

が
向

上

事
業
の
効
果

【
対
象
エ
リ
ア
】

福
島

県
県

北
圏

域
(福

島
市

、
二

本
松

市
、

伊
達

市
、
本

宮
市

、
桑

折
町

、
国

見
町

、
川

俣
町

、
大

玉
村

)

A
拡

大
図

B
拡

大
図

月
の

輪
経

由
保

原
線

①
伊

達
市

・
月

の
輪

地
区

か
ら

福
島

市
へ

の
ア

ク
セ

ス
性

向
上

月
の

輪
経

由
梁

川
線

医
大

・水
原

線
（

再
編

後
：

医
大

・
松

川
線

）

医
大

経
由

二
本

松
線

塩
沢

線

小
浜

線

大
平

経
由

小
浜

線

針
道

経
由

東
和

小
学

校
線

②
松

川
地

区
の

利
便

増
進

③
福

島
大

学
へ

の
ア

ク
セ

ス
性

向
上

④
塩

沢
地

区
～

二
本

松
市

街
地

間
の

利
便

増
進

⑤
岩

代
地

区
・
東

和
地

区
～

二
本

松
市

街
地

間
の

利
便

増
進

■
利
用
者
に
対
す
る
周
知
・
広
報
の
徹
底

・ 
見

直
し

に
よ

り
利

用
し

や
す

く
な

っ
た

こ
と
を

知
っ
て

も
ら

う
こ

と
が

特
に

重
要

で
あ

る
た

め
、
交

通
事

業
者

、
沿

線
市

町
村

、
県

が
連

携
し

て
徹

底
し

た
周

知
・広

報
を

実
施

す
る

■
新
た
な
利
用
の
取
り
込
み
に
向
け
た
利
用
促
進
の
実
施

・ 
沿

線
地

域
の

学
生

や
高

齢
者

な
ど
を

対
象

と
し

た
利

用
促

進
や

、
企

業
等

と
連

携
し

た
モ

ビ
リ
テ

ィ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

実
施

等
に

よ
り
、

新
た

な
利

用
者

の
獲

得
を

図
る

事
業
と
あ
わ
せ
て
実
施
す
る
取
組

伊
達
市

福
島
市

大
波
経
由
掛
田
線

道
の
駅
伊
達
の
郷

り
ょ
う
ぜ
ん
へ
の
経
由

福
島
市

伊
達
市

8



福
島
県
県
中
・県

南
圏
域
地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
実
施
計
画
（概

要
）

新
規

◼
市

町
村

間
を

ま
た

い
で

運
行

す
る

広
域

的
な

路
線

バ
ス

は
、
沿

線
住

民
の

通
学

や
通

院
な

ど
の

移
動

手
段

と
し

て
利

用
さ

れ
て

お
り
、
日

常
生

活
を

支
え

る
上

で
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
い

る
一

方
、
人

口
減

少
等

を
背

景
に

利
用

が
低

迷
し

て
い

る
状

況
に

あ
り
、
確

保
・
維

持
に

向
け

た
改

善
が

求
め

ら
れ

る
。

◼
こ

の
た

め
、
周

辺
を

運
行

す
る

公
共

交
通

と
の

一
体

的
な

見
直

し
や

、
住

民
の

移
動

実
態

を
踏

ま
え

た
経

路
の

見
直

し
な

ど
を

行
う
こ

と
に

よ
り
利

便
増

進
と

効
率

化
を

図
り
つ

つ
利

用
者

の
拡

大
を

目
指

す
も

の
で

あ
る

。

・
作
成
自
治
体

福
島

県
、
県

中
・
県

南
圏

域
2
2
市

町
村

・
事
業
実
施
区
域

福
島

県
県

中
・
県

南
圏

域
・
事
業
実
施
予
定
期
間

R
7
年

1
0
月

～
R

1
3
年

3
月

①
系
統
の
統
合
及
び
郡
山
方
面
へ
の
路
線
の
新
設

・ 
近

接
し

て
運

行
す

る
2
路

線
の

統
合

・主
要

施
設

へ
の

経
路

の
延

伸
、
及

び
三

春
町

～
郡

山
市

間
を

運
行

す
る

路
線

を
新

設
（

三
春

町
南

部
を

新
た

に
運

行
)

②
系
統
の
統
合
及
び
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し

・ 
地

域
の

移
動

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
て

、
3
系

統
の

統
合

及
び

ダ
イ

ヤ
の

見
直

し
を

実
施

③
系
統
の
統
合
及
び
人
口
集
積
地
へ
の
運
行
回
数
の
増
加

・ 
人

口
が

集
積

す
る

牡
丹

台
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
を

経
由

す
る

岡
の

内
線

を
、
竜

崎
経

由
石

川
線

に
統

合
し

、
当

該
地

区
へ

の
運

行
回

数
を

増
加

④
～
⑥
市
街
地
内
で
の
主
要
な
施
設
へ
の
延
伸
を
実
施

・ 
石

川
市

街
地

に
お

い
て

、
主

要
な

商
業

施
設

等
が

立
地

す
る

方
面

へ
各

路
線

の
経

路
の

延
伸

を
実

施

事
業
の
内
容

①
三
春
町
か
ら
郡
山
市
街
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上

・ 
主

要
施

設
へ

の
経

路
の

延
伸

に
よ

り
三

春
町

内
で

の
移

動
時

の
利

便
増

進
、
及

び
系

統
の

新
設

に
よ

り
三

春
町

南
部

か
ら

郡
山

市
街

地
へ

の
ア

ク
セ

ス
性

の
向

上
を

図
る

②
運
行
の
効
率
化
及
び
利
便
性
の
維
持

・ 
系

統
の

統
合

に
よ

り
運

行
の

効
率

化
を

図
る

と
と
も

に
、
利

用
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

ダ
イ

ヤ
の

見
直

し
に

よ
り
利

便
性

を
維

持

③
人
口
集
積
地
に
お
け
る
移
動
時
の
利
便
増
進

・ 
牡

丹
台

ニ
ュ
ー

タ
ウ

ン
か

ら
須

賀
川

市
街

地
へ

の
移

動
機

会
が

増
加

す
る

こ
と
で

、
移

動
時

の
利

便
増

進
を

図
る

④
～
⑥
域
内
の
公
共
交
通
の
利
用
者
数
増
加

・ 
住

民
の

移
動

ニ
ー

ズ
が

高
い

施
設

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
向

上
に

よ
る

利
便

増
進

を
図

る

事
業
の
効
果

【
対
象
エ
リ
ア
】
福
島
県
県
中
・
県
南
圏
域

(郡
山

市
、
白

河
市

、
須

賀
川

市
、
田

村
市

、
本

宮
市

、
鏡

石
町

、
天

栄
村

、
西

郷
村

、
泉

崎
村

、
中

島
村

、
矢

吹
町

、
棚

倉
町

、
矢

祭
町

、
塙

町
、
鮫

川
村

、
石

川
町

、
玉

川
村

、
平

田
村

、
浅

川
町

、
古

殿
町

、
三

春
町

、
小

野
町

）

②
松

川
地

区
の

利
便

増
進

⑤
岩

代
地

区
～

二
本

松
市

街
地

間
、
東

和
地

区
内

の
利

便
増

進

※
①

～
⑥

は
下

図
の

番
号

に
対

応

■
利
用
者
に
対
す
る
周
知
・
広
報
の
徹
底

・ 
見

直
し

に
よ

り
利

用
し

や
す

く
な

っ
た

こ
と
を

知
っ
て

も
ら

う
こ

と
が

特
に

重
要

で
あ

る
た

め
、

交
通

事
業

者
、
沿

線
市

町
村

、
県

が
連

携
し

て
徹

底
し

た
周

知
・広

報
を

実
施

す
る

■
新
た
な
利
用
の
取
り
込
み
に
向
け
た
利
用
促
進
の
実
施

・ 
沿

線
地

域
の

学
生

や
高

齢
者

な
ど
を

対
象

と
し

た
利

用
促

進
や

、
企

業
等

と
連

携
し

た
モ

ビ
リ
テ

ィ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

実
施

等
に

よ
り
、
新

た
な

利
用

者
の

獲
得

を
図

る

事
業
と
あ
わ
せ
て
実
施
す
る
取
組

A
拡

大
図

B
拡

大
図

新
白

河
・石

川
線

A

B

①
三

春
町

方
面

の
利

便
増

進

船
引

線
三

春
線

竹
貫

田
線

仁
田

線

小
野

・石
川

線

母
畑

経
由

石
川

線

竜
崎

経
由

石
川

線

矢
田

野
経

由
長

沼
線

横
田

経
由

長
沼

線
長

沼
小

学
校

線

②
須

賀
川

市
内

長
沼

地
区

の
利

便
増

進

③
須

賀
川

市
～

石
川

町
間

の
利

便
増

進

④
石

川
町

～
古

殿
町

間
の

利
便

増
進

⑤
石

川
町

～
平

田
村

～
小

野
町

間
の

利
便

増
進

⑥
白

河
市

～
石

川
町

間
の

利
便

増
進

9



福
島
県
県
中
・県

南
圏
域
地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
実
施
計
画
（概

要
）

新
規

【
事
業
実
施
概
要
図
】

①
三

春
町

方
面

の
利

便
増

進

船
引

線

三
春

線

船
引

線
と
三

春
線

の
統

合
、

及
び

新
規

路
線

の
運

行
⇒

 三
春

町
～

郡
山

市
間

の
移

動
機

会
の

増
加

新
規

路
線

三
春

線

事
業

実
施

前
事

業
実

施
後

10



福
島
県
県
中
・県

南
圏
域
地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
実
施
計
画
（概

要
）

新
規

【
事
業
実
施
概
要
図
】 新

白
河

・
石

川
線

母
畑

経
由

石
川

線

竜
崎

経
由

石
川

線

矢
田

野
経

由
長

沼
線

横
田

経
由

長
沼

線

長
沼

小
学

校
線

②
須

賀
川

市
内

長
沼

地
区

の
利

便
増

進

③
須

賀
川

市
～

石
川

町
間

の
利

便
増

進

⑥
白

河
市

～
石

川
町

間
の

利
便

増
進

新
白

河
・

石
川

線

母
畑

経
由

石
川

線

竜
崎

経
由

石
川

線

矢
田

野
経

由
長

沼
線

新
規

路
線

路
線

の
統

合
、
運

行
間

隔
の

調
整

⇒
 須

賀
川

市
街

地
へ

の
移

動
機

会
の

確
保

関
連

路
線

の
統

合
⇒

 須
賀

川
市

街
地

へ
の

移
動

機
会

の
増

加

石
川

町
内

の
経

路
変

更
⇒

 石
川

町
内

主
要

拠
点

へ
の

移
動

機
会

の
確

保

事
業

実
施

前
事

業
実

施
後

石
川

町
内

の
経

路
変

更
⇒

 石
川

町
内

主
要

拠
点

へ
の

移
動

機
会

の
確

保
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福
島
県
県
中
・県

南
圏
域
地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
実
施
計
画
（概

要
）

新
規

【
事
業
実
施
概
要
図
】

竹
貫

田
線

仁
田

線

小
野

・
石

川
線

④
石

川
町

～
古

殿
町

間
の

利
便

増
進

⑤
石

川
町

～
平

田
村

～
小

野
町

間
の

利
便

増
進

事
業

実
施

前
事

業
実

施
後

竹
貫

田
線

仁
田

線

小
野

・
石

川
線

石
川

町
内

の
経

路
変

更
⇒

 石
川

町
内

主
要

拠
点

へ
の

移
動

機
会

の
確

保

石
川

町
内

の
経

路
変

更
⇒

 石
川

町
内

主
要

拠
点

へ
の

移
動

機
会

の
確

保

12



福
島
県
県
中
・県

南
圏
域
地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
実
施
計
画
（概

要
）

変
更

◼
市
町
村
間
を
ま
た
い
で
運
行
す
る
広
域
的
な
路
線
バ
ス
は
、
沿
線
住
民
の
通
学
や
通
院
な
ど
の
移
動
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
日
常
生
活
を
支
え
る

上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
一
方
、
人
口
減
少
等
を
背
景
に
利
用
が
低
迷
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
確
保
・維

持
に
向
け
た
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。

◼
こ
の
た
め
、
住
民
の
移
動
実
態
等
を
踏
ま
え
た
経
路
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
に
よ
り
利
便
増
進
と
効
率
化
を
図
り
つ
つ
利
用
者
の
拡
大
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

※
以
下
に
記
載
の
事
業
は
令
和

8
年

4
月
実
施
事
業
（
計
画
変
更
に
よ
る
）

・
作
成
自
治
体

福
島
県
、
県
中
・
県
南
圏
域

2
2
市
町
村

・
事
業
実
施
区
域

福
島
県
県
中
・
県
南
圏
域

・
事
業
実
施
予
定
期
間

R
7
年

1
0
月
～

R
1
3
年

3
月

（
変
更
：
令
和

8
年

4
月
）

①
主
要
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
に
向
け
た
経
路
の
変
更
等

・
小
野
町
内
の
主
要
拠
点
で
あ
る
運
動
公
園
や
、
高
速
バ
ス
と
接
続
す
る
小
野
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
に
向
け
て
、
こ
れ
ら
を
経
由
す
る
経
路
へ
見
直
し

・
並
走
す
る
鉄
道
の
ダ
イ
ヤ
と
の
運
行
間
隔
を
考
慮
し
た
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し

②
人
口
集
積
地
へ
の
経
路
の
見
直
し

・
人
口
が
集
積
す
る
東
山
ヒ
ル
ズ
を
経
由
す
る
経
路
に
見
直
し

③
新
た
な
県
郡
山
合
同
庁
舎
を
経
由
す
る
経
路
へ
見
直
し

・
新
た
に
立
地
す
る
県
郡
山
合
同
庁
舎
へ
経
由
す
る
経
路
へ
見
直
し

事
業
の
内
容

①
町
内
の
主
要
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上

・
運
動
公
園
を
経
由
す
る
経
路
の
見
直
し
に
よ
り
、
日
々
の
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
時
な
ど
の

ア
ク
セ
ス
性
が
向
上

・
高
速
バ
ス
と
接
続
性
が
向
上
し
、
県
内
中
核
市
等
へ
の
移
動
の
利
便
性
向
上

②
人
口
集
積
地
か
ら
郡
山
駅
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上

・
東
山
ヒ
ル
ズ
か
ら
郡
山
駅
周
辺
へ
の
移
動
機
会
の
増
加

③
合
同
庁
舎
へ
の
通
勤
者
や
一
般
来
庁
者
の
ア
ク
セ
ス
手
段
の
確
保

・
郡
山
駅
か
ら
県
郡
山
合
同
庁
舎
へ
の
移
動
機
会
を
確
保
し
、
通
勤
者
や
一
般
来
庁

者
の
ア
ク
セ
ス
手
段
を
確
保

事
業
の
効
果

【
対
象
エ
リ
ア
】
福
島
県
県
中
・
県
南
圏
域

(郡
山
市
、
白
河
市
、
須
賀
川
市
、
田
村
市
、
本
宮
市
、
鏡
石
町
、

天
栄
村
、
西
郷
村
、
泉
崎
村
、
中
島
村
、
矢
吹
町
、
棚
倉
町
、

矢
祭
町
、
塙
町
、
鮫
川
村
、
石
川
町
、
玉
川
村
、
平
田
村
、

浅
川
町
、
古
殿
町
、
三
春
町
、
小
野
町
）

※
①
～
③
は
下
図
の
番
号
に
対
応

■
利
用
者
に
対
す
る
周
知
・
広
報
の
徹
底

・ 
見
直
し
に
よ
り
利
用
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
特
に
重

要
で
あ
る
た
め
、
交
通
事
業
者
、
沿
線
市
町
村
、
県
が
連
携
し
て
徹

底
し
た
周
知
・広

報
を
実
施
す
る

■
新
た
な
利
用
の
取
り
込
み
に
向
け
た
利
用
促
進
の
実
施

・ 
沿
線
地
域
の
学
生
や
高
齢
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
利
用
促
進
や
、
企

業
等
と
連
携
し
た
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施
等
に
よ
り
、
新
た
な

利
用
者
の
獲
得
を
図
る

事
業
と
あ
わ
せ
て
実
施
す
る
取
組

①
郡
山
市
～
小
野
町

間
の
利
便
増
進

②
郡
山
市
～
平

田
村
間
の
利
便

増
進

③
須
賀
川
市
～
郡
山
市

間
の
利
便
増
進

小
野
新
町
駅

小
野
線

蓬
田
線

南
タ
ウ
ン
・向

陽
台
団
地
線

東
山
霊
園
線

郡
山
駅

◎
県
郡
山
合
同
庁
舎

◎
◎

小
野
運
動
公
園

小
野

IC
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福
島
県
県
中
・県

南
圏
域
地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
実
施
計
画
（概

要
）

変
更

【
事
業
実
施
概
要
図
】

事
業
実
施
前

田
村
市

小
野
町

拡
大
図

小
野
線

全
体
図

拡
大
図

小
野
線

小
野
運
動
公
園
、
小
野

イ
ン
タ
ー
を
経
由

事
業
実
施
後
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福
島
県
県
中
・県

南
圏
域
地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
実
施
計
画
（概

要
）

変
更

【
事
業
実
施
概
要
図
】

事
業
実
施
前

事
業
実
施
後

郡
山
市

蓬
田
線

田
村
市

小
野
町

須
賀
川
市

鏡
石
町

平
田
村

玉
川
村

東
山
霊
園
線 東
山
ヒ
ル
ズ
へ
の
経
由

郡
山
市

蓬
田
線

田
村
市

小
野
町

須
賀
川
市

鏡
石
町

平
田
村

玉
川
村

東
山
霊
園
線
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福
島
県
県
中
・県

南
圏
域
地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
実
施
計
画
（概

要
）

変
更

【
事
業
実
施
概
要
図
】

事
業
実
施
前

事
業
実
施
後

新
た
な
県
郡
山
合
同

庁
舎
へ
の
経
由

南
タ
ウ
ン
・
向
陽
台
団
地
線

南
タ
ウ
ン
・
向
陽
台
団
地
線
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会
津
圏
域
地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
実
施
計
画
（概

要
）

新
規

◼
市
町
村
間
を
ま
た
い
で
運
行
す
る
広
域
的
な
路
線
バ
ス
は
、
沿
線
住
民
の
通
学
や
通
院
な
ど
の
移
動
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
日
常
生
活
を
支
え
る

上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
一
方
、
人
口
減
少
等
を
背
景
に
利
用
が
低
迷
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
確
保
・維
持
に
向
け
た
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。

◼
こ
の
た
め
、
住
民
の
移
動
実
態
等
を
踏
ま
え
た
経
路
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
に
よ
り
利
便
増
進
と
効
率
化
を
図
り
つ
つ
利
用
者
の
拡
大
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

※
以
下
に
記
載
の
事
業
は
令
和

8
年

4
月
実
施
事
業

①
主
要
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
に
向
け
た
経
路
の
変
更

・
高
校
（
会
津
農
林
高
校
、
会
津
学
鳳
高
校
）
商
業
施
設
（
メ
ガ
ス
テ
ー
ジ
会
津
坂
下
）
、

観
光
施
設
（
道
の
駅
会
津
や
な
い
づ
）
へ
の
経
路
変
更
・延
伸

②
系
統
の
統
合
及
び
主
要
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善

・
塩
川
・喜
多
方
線
と
笈
川
線
の
一
体
的
な
見
直
し

・
商
業
施
設
（
会
津
ア
ピ
オ
）
、
病
院
（
会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
）
へ
の
経
路
変
更

③
起
終
点
の
変
更
及
び
主
要
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善

・
利
用
実
態
に
合
わ
せ
て
循
環
路
線
か
ら
往
復
で
の
運
行
に
再
編

・
病
院
（
会
津
西
病
院
）
、
商
業
施
設
（

M
E
G

A
 ド
ン
・キ
ホ
ー
テ
）
へ
の
経
路
変
更

④
鉄
道
駅
乗
り
入
れ
及
び
主
要
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善

・
鉄
道
駅
（
会
津
高
田
駅
）
へ
の
乗
り
入
れ
に
よ
り
、
鉄
道
と
の
接
続
、
補
完
機
能
の
強
化

・
高
校
（
会
津
学
鳳
高
校
）
へ
の
経
路
延
伸

⑤
系
統
の
統
合
及
び
域
内
交
通
と
の
一
体
的
な
見
直
し

・
病
院
（
会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
等
）
・鉄
道
駅
（
堂
島
駅
）
へ
の
経
路
変
更

・
河
東
・湊
線
と
域
内
交
通
（
米
代
・河
東
線
、
み
な
と
バ
ス
）
の
一
体
的
な
見
直
し

事
業
の
内
容

①
～
⑤
主
要
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上

・
高
校
・商
業
施
設
・病
院
・観
光
施
設
等
を
経
由
す
る
経
路
の
見
直
し
に
よ
り
、
日
常
生
活

及
び
観
光
周
遊
に
お
け
る
移
動
目
的
先
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
が
向
上

②
・
⑤
運
行
の
効
率
化

・
2
つ
の
路
線
に
分
散
し
て
い
る
利
用
を
束
ね
る
こ
と
で
、
広
域
路
線
バ
ス
の
持
続
性
が
向
上

②
・
④
・
⑤
鉄
道
・
高
速
バ
ス
等
と
の
接
続
性
向
上

・
会
津
ア
ピ
オ
で
高
速
バ
ス
と
、
会
津
高
田
駅
・堂
島
駅
で
鉄
道
と
の
接
続
性
が
向
上

事
業
の
効
果

※
①
～
⑤
は
右
図
の
番
号
に
対
応

塩
川
・
喜
多
方
線

喜
多
方
・
坂
下
線

坂
下
・
柳
津
線

若
松
・
坂
下
線 本
郷
循
環
線

高
田
線

河
東
・
湊
線

湊
地
域
内
交
通

「
み
な
と
バ
ス
」

①
会
津
坂
下
関
係
路
線

の
利
便
増
進

（
喜
多
方
・
坂
下
線
、

坂
下
・
柳
津
線
、

若
松
・
坂
下
線
）

・
作
成
自
治
体

福
島
県
・
会
津
圏
域

6
市
町
村

・
事
業
実
施
区
域

会
津
圏
域

6
市
町
村

・
事
業
実
施
予
定
期
間

R
8
年

4
月
～

R
1
4
年

3
月

②
会
津
若
松
～
湯
川
～
喜
多
方

方
面
の
利
便
増
進

（
塩
川
・
喜
多
方
線
、
笈
川
線
）

③
会
津
若
松
～
会
津
美
里

（
本
郷
）
方
面
の
利
便
増
進

（
本
郷
循
環
線
）

④
会
津
若
松
～
会
津
美
里

（
高
田
）
方
面
の
利
便
増
進

（
高
田
線
）

④
会
津
若
松
～
河
東
～
湊

方
面
の
利
便
増
進

（
河
東
・
湊
線
、
米
代
・
河
東

線
、
み
な
と
バ
ス
）
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